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一日目 

5 月 22日（水） 
 

8:15 受付開始 

 

9:00 Responsible Investor およびスポンサーからの歓迎の挨拶 

 

9:15 プレナリー1：サステナブルな投資におけるトランジション・ファイナンスの将来的な役割 

 

• トランジション・ファイナンスとは実際に何を指すか？投資家や金融機関が、トランジショ

ン・ファイナンスを推進するために、産業界や政策立案者に求めている支援とはどのような

ものか？ 

• ソブリン移行債の発行の影響 - ソブリン移行債はトランジション・ファイナンスの国際的な

信認力を強化するか？ 

• 海外投資家は、日本がトランジション・ファイナンスを推進し、アジア GX コンソーシアム 

を設立する姿勢をどのように見ているか？ 

 

モデレーター： 

マルガリータ・ピロフスカ（PRI グローバル・ポリシー・ディレクター）  

講演者： 

高田 英樹（金融庁 総合政策課長） 

  

10:05 基調講演 

 

講演者： 

       松澤 裕 （環境省 地球環境審議官） 

 

10:20 ネットワーキング・ブレイク 

 

11:00 プレナリー2: 自然をポジティブに転換する：生物多様性の受け入れと TNFD の組み込み 

• TNFDフレームワーク実施における課題 - TCFDからの学びは何か？ 

• TNFD は企業とどのように連携し、意思決定に有益なフレームワークを構築しているか？ 

• 気候変動との戦いにおいて、なぜ自然が重要なのか？ 

 

モデレーター： 

ナオミ・デイビス（駐日英国大使館 経済金融参事官）  

講演者： 

原口 真（MS＆AD インシュアランスグループホールディングス サステナビリティ推進室 
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TNFD 専任 SVP）  

秀島 弘高（農林中央金庫 エグゼクティブ・アドバイザー） 

 

11:50 プレナリー3: ESG に対する反発に対抗するために、日本が果たすべき役割とは？ 

• ESG に対する反発が与える実際の影響とは？ESG への反発はポジティブな変化も促進したの

か？ 

• ESG 議論における日本の役割とは？日本の手本となるものは？ 

• 日本国内外の ESG ファンドは、懐疑的な市場を克服するために積極的に進化する必要がある

か？また、どのように進化すべきか？ 

 

モデレーター： 

       カリッド・アジズディン（Responsible Investor シニアレポーター） 

講演者： 

池田 賢志（金融庁 チーフ・サステナブルファイナンス・オフィサー） 

サシャ・ベスリック（SDG インパクトジャパン 最高投資戦略責任者）  

 

12:40  ネットワーキング・ランチ 

 

ストリーム A ストリーム B ストリーム C 

 

13:30 – A1: ラベル付けされ

た金融商品としての GX ボンド

とトランジション・ボンドに

注目する 

 

• 日本の「クライメート・ト

ランジション・ボンド」は

これまでに、その透明性も

含め、投資家からどのよう

に受け入れられ、評価され

ているか？ 

• トランジション・ボンドの

役割を広い文脈で理解する 

 

講演者： 

森下 麻衣子（クライメート・

ボンド・イニシアチブ 日本プ

ログラムマネージャー） 

 

 

13:30 – B1: ビジネスと人権 

 

• バリューチェーンにおける

人権問題の管理 

• 人権デューデリジェンスの

実施のためのベストプラク

ティス 

• 銀行や保険会社のための脱

炭素化と公正な移行経路の

開発 

 

講演者： 

岸上 有沙（EnCycleS 独立コン

サルタント）  

田中 竜介（国際労働機関

（ILO）駐日事務所 渉外・労働

基準専門官）  

森澤 充世（PRI シニアリー

ド） 

 

13:30 – C1: 世界基準の追求: 

ISSB とサステナビリティ開示の

実施 

 

• ISSB の規制は、主要な問題

を意味のある方法で特定し

ているか？ 

• 投資家は ISSB 基準をどのよ

うに評価しているか？ 

• ISSB 基準は、どのようにし

て日本およびグローバルに

組み込まれるべきか？ 

 

モデレーター： 

藤野 大輝（大和総研 金融調査

部 制度調査課兼 ESG 調査課  

研究員） 

講演者： 

倉持 亘一郎（金融庁 国際会計

調整室長） 

14:15 休憩（5 分） 

 

14:20 – A2: ファイナンスド・

エミッションの課題に対処する 

 

• ファイナンスド・エミッシ

ョンの識別と定義 

 

14:20 – B2: 日本における社会

的開示 

 

• 社会データの活用方法と社

会データの重要性。なぜ社

 

14:20 – C2: 日本におけるより

良いガバナンスの構築 

 

• 日本のガバナンスを向上さ

せ、サステナビリティと企
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• ファイナンスド・エミッシ

ョンの課題に対処するため

の効果的なアプローチと

は？ 

• ファイナンスド・エミッシ

ョンの計算と開示のベスト

プラクティス 

 

モデレーター： 

三井 千絵（野村総合研究所  

上級研究員） 

講演者： 

長村 政明 (東京海上ホールデ

ィングス フェロー 国際機関対

応) 

会データが財務的重要性を

持つのか？ 

• 日本はまだ ESG の「S」お

よび開示において遅れをと

っている - この点が無視

される理由とは？ 

• 他の OECD 諸国に追いつく

ためには？ 

 

モデレーター： 

永井 朝子（BSR マネージング

ディレクター）  

業価値を改善するのには何

が必要か？ 

• 良いガバナンスは環境およ

び社会問題とどのように関

連しているか？ 

• ガバナンスを通じて企業評

価を高めるには、PBR の改善

を目指す取り組みがどのよ

うな影響をもたらしている

か？ 

 

モデレーター： 

ニコラス・ベネシュ（会社役員

育成機構 代表理事）  

講演者： 

藤本 周（国際コーポレートガバ

ナンス・ネットワーク（ICGN） 

ジャパン・アドバイザー） 

松﨑 正年（LIXIL 取締役会議

長） 

15:05 ネットワーキングブレイク 

 

15:35 - A3: サステナブルな食

品と農業の未来 

 

• 食品サプライチェーンにお

いて、排出をさらに削減す

るには？ 

• よりサステナブルに肉を供

給し、タンパク質を効果的

に利用する方法とは？ 

• 日本企業が農業と食品に関

する情報開示を行う際の課

題とは？また、どのように

他の OECD 市場とのギャッ

プを埋めるか？ 

 

モデレーター： 

小倉 千沙（メロス 代表取締

役） 

講演者： 

上原 まほ（アニマルウェルフ

ェア・コーポレート・パートナ

ーズ 代表理事） 

ソフィア・コンデス（FAIRR, 

Head of Investor Outreach) 

Mariko Kawaguchi (Fuji Oil. 

Holdings, Executive Advisor 

to the CEO) 

 

15:35 – B3: 継続するダイバー

シティのジレンマ - 日本にお

いて変化をどう加速させるか？ 

 

• ダイバーシティのビジネス

ケース。なぜより良いダイ

バーシティはより良いパフ

ォーマンスにつながるの

か？ 

• 日本における女性役員のメ

ンバーシップをどのように

加速させ、2030 年までに

30％を達成するか？ 

 

モデレーター： 

タチアナ・ゲーリン（2XGlobal 

日本アンバサダー） 

講演者： 

トレーシー・ゴパール  

（Third Arrow Strategies 

CEO）  

中森 真紀子（伊藤忠商事 社外

取締役（女性活躍推進委員会 

委員長）） 

 

15:35 – C3: 日本におけるサス

テナブルな個人投資の未来  

 

・NISA の台頭により、日本は個

人投資家向けの、サステナブル

投資のダイナミックなエコシス

テムをどのように形成できるか 

 

・導入すべき新たな投資商品は

何か、また日本市場に最適なも

のは何か 

 

・サステナブル投資について、

日本の個人投資家をより良く教

育するにはどうすれば良いか 

 

講演者： 

亀井 茉莉（金融庁 総合政策課

サステナブルファイナンス推進

室 課長補佐） 
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16:25  休憩（5 分） 
 
16:30 プレナリー4: インパクト投資の台頭 

 

• 株式投資における「インパクト」とは何を意味するか？ 

• パフォーマンス指標としての「インパクト」 

• 日本における規制環境はどのように進化するか？ 

 

モデレーター： 

小笠原 由佳 (社会変革推進財団 インパクト・オフィサー /インパクト志向金融宣言 事務局  

次長) 

講演者： 

中村 将人（GLIN Impact Capital 代表パートナー）  

宜保 友理子（慶應イノベーション・イニシアティブ（KII）プリンシパル） 

  

 

15:20  カクテルレセプション＆一日目終了 
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二日目 

5 月 23日（木） 

 

8:00 受付開始 

 

8:30  深掘りワークショップ: CSRD 報告基準ガイド 

 

ストリーム A ストリーム B ストリーム C 

 

9:45 – A4: 生物多様性データ

の課題の克服 

 

• 投資家はどのようなデー

タを収集し開示すべき

か？ 

• 特定の場所に関連するデ

ータを収集する際の課題 

• 技術革新をどのように支

援できるか？ 

• サプライチェーンデータ

の取得 

• ギャップの埋め合わせ - 

今後の生物多様性関連デ

ータの品質はどのように

進化するか？ 

• 日本の企業は生物多様性

開示の課題にどのように

対処しているか？ 

 

モデレーター： 

水野ウィザースプーン 希 

（日本総研創発戦略センター 

シニアスペシャリスト サステ

ナビリティ＆ソーシャルイン

パクト)  

講演者： 

Max Boucher（Senior 
Manager, Research & 
Engagements, Biodiversity, 
FAIRR） 

Snorre Gjerde（Norges 
Bank Investment 
Management, Lead 
Investment Stewardship 
Manager） 

 

9:45 – B4: 未来の ESG リーダ

ーパネル 

 

• 次世代の ESG およびイン

パクト人材をどのように

育てるべきか？ 

• 次世代はイノベーション

とインパクトについてど

のように考えているか？ 

• 日本においてインパクト

分野でのより良い人材を

育成・教育するためには

必要なものとは？ 

 

モデレーター： 

小崎 亜依子（日本民間公益活

動連携機構(JANPIA) 出資事業

部 部長）  

講演者： 

河合 将樹（UNERI 代表取締

役） 

久田 哲史（Soil 代表理事） 

中村 多伽（taliki 代表取締

役）  

 

9:45 - C4: 日本における効果

的なエンゲージメントの促進 

 

• 異なるタイプのエンゲージ

メントを理解する - 過去

数年でどのように進化して

きたか？ 

• エンゲージメントの成功を

阻害する要因は何か？まず

は成功をどのように測定す

るか？ 

• 日本において有効な利害関

係者エンゲージメントをど

のように創出するか？ 

 

モデレーター： 

松木 耕（Proxy Watcher 代表

取締役) 

講演者： 

ブリン・オブライエン（オース

トラリア企業責任センター 

エグゼクティブディレクター） 

ウィル・ヴァン・デ・ポル（マ

ーケット・フォース CEO)
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10:30 休憩（15 分） 

 

10:45 – A5: 市場の公正性と

サステナブルファイナンスに

おけるグリーンウォッシング 

 

• サステナブルファイナンス

における「グリーンウォッ

シング」の具体的な意味 

• 現行の定義はあまりにも広

範すぎるのか？ 

• サステナブルファンド業界

におけるグリーンウォッシ

ングのリスクにはどのよう

な要因が寄与しているか？  

• どの領域が実際の懸念事項

であり、積極的な対策が取

られるべきかをどこで識別

できるか？ 

 

講演者： 

山下 朝陽（クライアントアー

ス 代表理事）  

Shinsuke Kobayashi 
（Partner, Kanagawa 
International Law Office） 

 

10:45 – B5: ESG の成果に注目

する 

 

• ESG 投資で創出しているも

のとは？ 

• 実際の成果は何か？ 

• どのように価値を生み出す

のか？ 

• 経営のマイルストーン、投

資先企業に対する持続可能

な成果の創出 

 

モデレーター： 

木村 卓郎（G-Cubed Partners 

代表取締役社長） 

講演者： 

前田 花恵（CSR デザイン環境

投資顧問 マネージング・ディ

レクター）  

市川 佐知子（田辺総合法律事

務所 パートナー弁護士） 

川崎 華奈（モーニングスタ

ー・インデックス インデック

ス事業部長） 

 

10:45 – C5: ESG へ成功裏に

AI を導入する - テクノロジー

でサステナビリティを向上さ

せる 

 

• AI ツールが社会的影響お

よび気候への影響を推進す

る際のメリットと懸念点

は？ 

• AI はデータの品質と標準

化をどのように向上させる

ことができるか？ 

• AI の採用により ESG ポリ

シーに変革をもたらした最

近の成功例とは？ 

 

モデレーター： 

中久保 菜穂（シェルパ・アン

ド・カンパニー CEIO ESG責任

者） 

講演者： 

須貝 フィリップ（同志社大学 

ビジネス研究科 教授 社会価

値研究センター長）  

中尾 悠利子（関西大学 准教

授） 

 

11:30 休憩（15 分） 
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11:45 – A6: 自主的カーボン

クレジットの進化 

 

• カーボン価格の投資可能

性と銀行対応性。価格を

使用して行動を変化させ

るにはどうすればよい

か？ 

• 日本は国際市場と連動し

た制度を導入する予定

か？ 

 

講演者： 

丹本 憲（商船三井 エネルギ

ー営業戦略部 主席ストラテジ

スト）  

Speaker, Tokyo Stock 
Exchange 

 

11:45 – B6: ESG の定義に関す

る議論 

 

• 現行の ESG の定義における

主な不一致点は何か？ 

• スチュワードシップやイン

パクト投資など、ESG 内の

共通テーマの定義につい

て、最良の考え方と調和を

とるべきか？ 

• 投資家間のより良いコミュ

ニケーションのために、

ESG の定義における明確さ

と一貫性を向上させる方法 

 

モデレーター： 

御代田 有希（東京大学大学院

新領域創成科学研究科 特任研

究員） 

講演者： 

小野塚 惠美（エミネントグル

ープ 代表取締役社長 CEO) 

荒井 勝  (日本サステナブル投

資フォーラム 会長）  

 

11:45 – C6: サステナビリティ

情報開示に対する保証ニーズの

高まり 

  

• 保証を提供するために期待

されるデータの信頼性レベ

ルは？ 

• サステナビリティ情報の内

部統制をどのように向上さ

せるべきか？ 

• 中小企業（SME）のデータを

保証することは実際に可能

か？ 

• 質的情報や将来情報は保証

されるべきか？ 

 

モデレーター： 

鶴野 智子（日本公認会計士協

会 研究員）  

講演者： 

熊谷 五郎（みずほ証券 上級研

究員） 

小谷崎 眞（島津製作所 常勤

監査役）   

 

12:30 ネットワーキング・ランチ 

 

13:30 基調講演 

 

13:45 基調講演 

 

14:00 基調講演 

 

講演者： 

武士俣 隆介（財務省 大臣官房企画官 投資企画審査室）  

 

14:15 プレナリー5: 日本の脱炭素化を加速させる 

 

• 日本のネットゼロ目標は現実的か？ 

• 国際企業は日本の脱炭素化への取り組みや、グリーンアンモニアなどの技術をどのように評

価しているか？ 

• 協力的な取り組みにおいて、インパクトや影響をどのように割り当てるべきか？ 

• 日本の将来のエネルギー政策はどのようになるべきか？ 

• 今後、石炭火力フェーズアウトテクノロジーの役割は増えるか？ 

• 日本の長期的な再生可能エネルギー計画において、オフショア風力の役割はどのように位置

づけられているか？ 
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モデレーター： 

高瀬 香絵（自然エネルギー財団 シニアコーディネーター） 

講演者： 

Yukari Takamura (Professor, Institute for Future Initiatives, The University of 

Tokyo) 

 

15:05 ネットワーキング・ブレイク 

 

15:45 プレナリー6: 日本の資産所有者の課題 - より多くの機関資本をサステナブル投資に導入す  

    る 

 

• 日本の機関投資家コミュニティとより効果的に連携し、サステナブルファイナンスへの投資

を増やす方法とは？ 

• 日本の資産運用業界の未来 - ESG への機関投資を促進するためにはどのような改革が必要

か？ 

• 日本の企業年金基金 - サステナブル投資に関する情報啓発をどのように進めることができる

か？ 

 

モデレーター： 

物江 陽子（マーサー 資産運用コンサルティング部門 シニアコンサルタント  

サステナブル投資担当）  

講演者： 

       野村 裕之（かんぽ生命保険 執行役員 兼 運用企画部長） 

 木村 武（日本生命 執行役員) 

       岩立 康也（肥後銀行 取締役常務執行役員）  

 

16:20  カンファレンス終了 
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